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背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、令和6年度に
おける取組の評価・分析を踏まえた取

組
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（アウトカム）
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状
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数

値
単
　
位

本
年
度
の

目
標
値

本
年
度
の

実
績
値

目標等の公表先

47357南大
東村

①学校運営上
の課題

03 いじめや不
登校など生徒
指導上の課題

への対応

近年、いじめや不登校の児童生徒の転
入が多い。一時期は通学するが途中か
ら不登校になる子がいる

放課後教室を利用し通学できるように取り
組む

出来るだけ家庭から出て放課後教室を
活用し、個々に合った通学に取り組む。
(居場所の確保）

不登校児童生徒の減
不登校児童生徒の
減 7 人 6以下 6

03　本
年度の
目標値
を達成
し、課
題の改
善が見
られた

目標値は、達成した。学校運営協議会で協議したことで地
域で支えていく活動が見られたことは、事業評価としては高
い。

47357南大
東村

③学校と家庭
の課題

01 家庭等に
おける学習習

慣の定着

学習支援センターに通う子が少なく、共
稼ぎの家庭等、親が帰るまでゲームをし
ている子が多い

放課後教室を開催することで、地域スポー
ツや習い事などを利用し、生活改善に繋げ
る

①地域スポーツの活性化
②自然体験活動等の取り組み
③放課後等の学習指導

参加する児童生徒の増
放課後教室に通う児
童生徒の増 35 人 50 55

04　本年
度の目標
値を上回
り、課題
の解決に
向けて大
きな成果
が見られ

た

放課後教室を開催したことで、地域スポーツへの参加者や、
放課後学習に取り組む児童が増えた。

47357南大
東村

③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

村にはピアノ・三線・太鼓の習い事しか
なく、多くの児童生徒が放課後の時間を
持て余している。

放課後に自然活動等を行い、島の自然や
文化に触れる機会を多くする

①自然体験活動等の取り組み
③地域のボランティアによる各種習い事
の推進

放課後教室に通う児童生徒の
増

参加人数の増 0 人 50 55

04　本年
度の目標
値を上回
り、課題
の解決に
向けて大
きな成果
が見られ

た

放課後教室による、自然体験や、地域ボランティアによる習
い事が増え、その成果を発表することで子ども達の自己肯
定感を高める児童が増えた。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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